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先日、息子の家庭の夕食に招待されました。孫が「ふるさと納税」で注文した「牛タン」を始

めとして、私にとってはとても珍しい品ばかりでした。最後に、デザートとして饅頭が供されま

した。「漉し餡、粒餡どちらですか」と問われました。私は粒餡が好きですが、もうお腹いっぱ

いでパスしました。息子家族の中では濾し派と粒派にはっきり別れているようです。餡こは同じ

でも、それぞれの好みがあるのだなあ！と妙に納得。「アンパンマン」の餡こはどっちかしら？   

朝ドラ『あんぱん』は The End となりましたが、私は熱心に見ていました。これに出てくる

餡こは、視力が衰えてきた私ですが、粒餡のように見えました。ここ数年、聞こえも悪くなり、

必ず字幕を利用しています。これがなかなか便利です。一般の日本映画も全てそうしてほしいと

思います。『あんぱん』も字幕のおかげで、現代風なスピード感のある主題歌にも目を通すこと

ができました。そして、この主題歌がまた、妙に心に残っていきました。 

涙に用なんてないっていうのに やたらと縁がある人生 かさばっていく過去と 視界ゼロの未来 

人生訓と経験談と占星術または統計学による 教則その他、参考文献 溢れ返るこの人間社会で 

道理も通る隙間もないような日々だが 今日も超絶 G 難度人生を 生きていこう いざ 

いつか来たる命の終わりへと 近づいてくはずの明日が 輝いてさえ見えるこの摩訶不思議で 

愛しき魔法の鍵を 君が握ってて なぜにどうして？ 馬鹿げてるとか 思ったりもするけど 

君に託した 神様とやらの采配 万歳 

 

これは“イカす弱虫” RADWIMPS という変わった名前のロックバンド

（左図）の「賜物」という 3 章にわたる楽曲の作品ですが、「お先真っ暗

な、悲しい人生、必ず死ぬと分かっているのに、君を愛しているから生

きられる！凄いんだ！」と歌っているようです。いわゆるホップス調の

歌では「いつか来たる命の終わり」という言葉、死をキーワードにしてい 

るのは珍しいのではないかと感じて、少し驚きました。高齢者の私にとってはとても身近なテー

マなのです。メメント・モリという言葉を「頭の中」では受け入れていますが、「いつか来たる命

の終わり」の「いつか」が「今」であれば、それを受け入れるには「気持ち」がついていかないと

いうのが正直なところでしょうか。 

ドラマの最後に主題歌は現実味を帯びて迫ってきました。ドラマの主人公は誰だったかな？

土佐弁でハチキン（男勝り）と言われる妻？タッスイ（弱虫）と妻に言われて、いつも尻を叩か

れていたアンパンマン作者の夫？ドラマでは平均寿命が長いはずの女性のほうに「今」、命の終

わりが見えてきて、生きることと死ぬことに向き合います。「アンパンマン」が空腹の人に自分

の身を千切って、削って、与えて、喜んで空を飛ぶように、夫婦は互いに「愛」をもらい合って

生きて来たことを実感し、感謝して、喜んで、最後まで愛し続けました。 

 さて、息子家族と食事を楽しんだあと、幼児が「アンパンマン」が好きな理由について話しあ

いました。幼児はまだ未分化で、周りのもの全てが自分と同じ生き物に見えている。とっても美

味しくて、大好きなアンパン、食パン、メロンパンたちは生きている！お腹が空いているときに、

食べられるなんて、なんて嬉しいことなんだ！ではないかしら？それにパンは◯△ンとンで終

わる。これは幼児にはゴロがいいのでは？などとストリー抜きにして、おしゃべりしました。 
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